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平成 31 年浦安市教育委員会第１回定例会

Ⅰ．日 時 平成 31 年１月 10 日（木）

開 会 午後２時 00 分

閉 会 午後３時 07 分

Ⅰ．場 所 市役所４階Ｓ５，６会議室

Ⅰ．進 行 教 育 長 鈴 木 忠 吉

Ⅰ．出 席 委 員 委 員 川 端 秀 仁

委 員 舘 里 枝

委 員 宮 道 力

Ⅰ．出席説明者 教 育 総 務 部 長 岡 部 浩

教 育 総 務 部 次 長 本 田 恭 代

教 育 総 務 部 次 長 大 友 隆 司

教育総務部副参事（教育総務課長） 泉 澤 昭 一

教育総務部副参事（教育政策課長） 醍 醐 恵 二

教育総務部副参事（学務課長） 鈴 木 孝 一

教育総務部副参事（保健体育安全課長） 長 島 功 行

生 涯 学 習 部 長 八 田 吉 浩

生 涯 学 習 部 次 長 高 梨 晶 子

教 育 施 設 課 長 須 賀 真

指 導 課 長 菅 原 満

教 育 研 究 セ ン タ ー 所 長 佐 藤 克 文

千鳥学校給食ｾﾝﾀｰ第一・第二・第三調理場所長 前 田 唯 一

学 務 課 主 幹 鈴 木 明 美

指 導 課 主 幹 島 村 淳 一
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保 健 体 育 安 全 課 主 幹 亀 山 さゆり

生 涯 学 習 課 長 島 﨑 浩 一

青 少 年 セ ン タ ー 所 長 小 澤 浩 一

市 民 ス ポ ー ツ 課 長 望 月 勇 人

郷 土 博 物 館 長 五十嵐 昭 彦

高 洲 公 民 館 長 宇田川 幸 男

中 央 公 民 館 長 堀 木 和 久

堀 江 公 民 館 長 須 賀 満

富 岡 公 民 館 長 三 浦 正 志

当 代 島 公 民 館 長 宇田川 知 久

中 央 図 書 館 長 加 藤 竜 治

生 涯 学 習 課 主 幹 斉 藤 恭 一

Ⅰ．傍 聴 人 １名

Ⅰ．案 件

第１．会議録の承認

１．平成 30 年浦安市教育委員会第 11 回定例会会議録の承認について

第２．教育長からの一般報告

第３．審議事項

第４．協議事項

１．浦安市教育の情報化推進計画(案)について

第５．報告事項

１．行事開催案内

(1) 平成 30 年度第 21 回市民手工芸作品展開催要項
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２．行事・会議報告

(1) 平成 30 年度第２回浦安市学校給食センター運営委員会開催報告

(2) 平成 30 年度第２回浦安市青少年センター運営協議会開催報告

３．その他・報告事項

(1) 教育委員会共催・後援行事一覧

(2) 平成 30 年度浦安市小・中学生生活実態調査結果について

(3) 平成 30 年度「浦安の子どもたちの確かな学力の向上を目指して」全国学

力・学習状況調査結果及び浦安市学力調査結果

(4) 平成 30 年度２学期末相談事業実施状況

(5) 平成 30 年度冬季休業中における事故等の報告

第６．その他
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開 会 （午後２時 00 分）

鈴木教育 長 これより平成 31 年浦安市教育委員会第１回定例会を始める。

議事の第１．会議録の承認である。

１．平成 30 年浦安市教育委員会第 11 回定例会会議録について、承認

いただけるか。

（「はい」の声あり）

鈴木教育 長 異議がないので、平成 30 年浦安市教育委員会第 11 回定例会会議録は

承認された。

なお、会議録の承認に当たり、会議録署名委員を宮道委員にお願いす

る。

次に、議事の第２．教育長からの一般報告に移る。

本日は、７点について報告する。

まず、先の定例会で承認いただいた浦安市運動公園総合体育館の管理

規則の一部を改正する規則、浦安市運動公園屋内水泳プールの管理規則

の一部を改正する規則、浦安市運動公園陸上競技場の管理規則の一部を

改正する規則および浦安市球技場等の管理規則の一部を改正する規則

の制定については、昨年 12 月に開催された市議会第４回定例会におい

て上程された浦安市都市公園条例の一部を改正する条例の制定が可決

されたことに伴い、正式に施行が決定されたことを報告する。併せて、

上程された浦安市運動公園等の指定管理者に公益財団法人うらやす財

団を承認されたことを報告する。

２点目は、東京オリンピック・パラリンピック選手育成補助金事業に

ついてである。この事業は、オリンピック、パラリンピックを目指す高

い意欲や意識のある優秀な選手を育成すること、併せて、市民のスポー

ツ意識の機運の醸成を図ることを目的に１人 10 万円を上限に補助する

制度である。審査委員会の審査を経て、10 名の選手を選出した。昨年
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12 月 26 日には、市長から出席した４名の選手に補助金が手渡され、激

励したところである。

３点目は、12 月９日に開催された第 25 回浦安市民演奏会についてで

ある。来場者数は 945 名、演奏者 357 名、浦安シティオーケストラ 85

名、ユースオーケストラ 42 名、また、今年は、明海中学校管弦楽部の

子どもたちが参加し、「歓喜でつなごう浦安のまち」をテーマに盛大に

演奏会が開催された。実行委員会方式となることから、詳細は、実行委

員会の報告書をもとに２月の定例会にて改めて報告させていただく。

４点目は、手作り紙芝居コンクールで浦安市の子どもが大賞を受賞し

たことについてである。これは、浦安おはなしの会が公民館活動の中で、

子どもたちに手作りの紙芝居を作ってもらい、コンクールに出品したと

ころ、浦安小学校の５年生の男子が大賞を、明海小学校の５年生の男子、

２年生の男子が優秀賞を受賞し、12 月 26 日に教育委員室において、市

長、市議会議長においでいただき、受賞の報告と、実際に紙芝居を演じ

ていただいた。紙芝居の物語から絵まで、すべてオリジナルの作品で、

それぞれ「土星を助ける」、「馬の思っていること」、「はにわがすきな人」

と題した作品で、発想が面白く、５年生の子どもは、実際に乗馬を体験

する中で物語を作ったそうである。この企画は、物語を考え、紙芝居を

作り、発表をするというアウトプット型の素晴らしい企画だと思う。ぜ

ひ、学校でも紹介してほしいと思う。

５点目は、１月 14 日の成人の日に恒例の成人式が東京ディズニーラン

ドショーベースで開催される。12 月１日現在の対象者は 2099 名で、担

当者の話によると、新成人は、３年後の 2200 名程度をピークにその後、

緩やかに減っていくということであった。昨日、実行委員長をはじめ、

５名の代表者が市長に事前説明を行った。各委員にも成人のお祝いをし

ていただきたいと思う。

６点目は、12月28日に中央図書館が閉鎖されたことについてである。

平成 32 年３月末までの長きにわたる閉鎖となる。また、本日、１月 10

日より集合事務所に臨時窓口を開設し、予約図書の貸し出しや返却業務
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を行う。市民の皆様にご迷惑をおかけすることになるが、リニューアル

オープンに期待していただきたいと思う。

最後に、昨年 11 月に八千代市の加賀谷教育長が、そして、12 月末に

は習志野市の植松教育長が退任なされた。お二方とも３期 11 年から 12

年という長きにわたり教育長としてご尽力なされた。この間、教育委員

会制度の改正をまたぎ、教育行政の舵取りをなされてきた。お二人は、

教育長の在任期間という点では、県内でも２番から３番目となる長期の

在任期間であったと記憶しており、平成の年号が変わるこの時期に時代

の流れを感じずにはいられない。私も教育行政に長く携わっているため、

お二人とは、顔を合わせる機会も多く、感慨深いものがある。また、後

任には、両市ともに教育次長を務められた方々が教育長になられる。管

内５市の教育行政が継続されることが、退任された教育長お二方の置き

土産であったと感謝申し上げる次第である。

以上、教育長の一般報告とさせていただく。

次に、議事の第３．審議事項に入るが、本日、審議事項の上程はない。

次に、議事の第４.協議事項に入る。

協議事項１．浦安市教育の情報化推進計画(案)についてを議題とする。

事務局の説明を求める。

協議事項１．浦安市教育の情報化推進計画(案)について、菅原指導課長より説明がなさ

れた。

鈴木教育 長 ただいま説明がなされた浦安市教育の情報化推進計画(案)について、

各委員から意見をいただきたいと思う。

情報機器の日進月歩に伴い、モデル校実施前までは、浦安市の整備は

他市と比較し、進んでいたが、ここ３年間で他市に追いつかれ、抜かさ

れる状況となった。本市では、この間、千葉工業大学と連携し、タブレ

ットを進めており、３年間モデル校を実施した結果をもとに、本年１年

で検討し、今後５年間で進めていきたい。
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委 員 今後の課題も４点に絞られていて、大変わかりやすくまとめられいる。

この計画をもとに進めていただければと思うが、本当にタブレットをベ

ースに進めるのであれば、教科書などもすべてタブレットで見られるよ

うにしたほうがよいと思う。そうすることで、子どもたちがたくさんの

教科書を持っていく必要もなくなり、通学時のランドセルも軽くなって

くると思う。

参考資料８ページに「プレゼンテーション力」とあるが、プレゼンテ

ーション力と資料作成力が、別々に記載されているため、どういった意

味合いで用いているのか教えていただきたい。

菅原指導課長 各教科において自分たちで作った資料をパワーポイントなどで、自分

の考えを人に伝え、また、ほかの人の考えをまとめ、自分の考えをさら

に向上させていくような授業を行っており、自分の考えを表出するとい

うことをプレゼンテーション力としている。

委 員 コミュニケーション力もそうだが、それは一体何かというと、相手の

話を聞いて理解すること、そして、自分の伝えたいことを伝えることな

どに分かれると思う。簡単で便利な言葉なので、プレゼンテーション力、

コミュニケーション力と聞いて、一見分かった気になってしまうが、そ

れぞれに同じ内容が含まれているので、きちんと分けて定義をしておく

必要があると思う。

鈴木教育 長 コミュニケーション力とは何か、プレゼンテーション力は何かという

注釈が必要かもしれない。

委 員 ＩＴに強い先生と苦手な先生がいる中で、ＩＣＴ支援員は重要な役割

を担われているように思う。児童生徒の少ない学校では、週１回の派遣

で足りると思うが、児童生徒の多い学校では、ＩＣＴ支援員が不足する

ことはないのか。増員なども検討する必要があると思う。
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また、機器の老朽化に対応するため、常に予算を計上し、更新しなけ

ればならないため、その点についても記載が必要だと思う。

委 員 機器は、購入するとすぐに古くなってしまう。ランニングコストをど

れだけ下げられるかということも考えなければならない。

委 員 なぜ、学校でＩＣＴを行う必要があるのかを整理する必要があるよう

に思う。学校で実施することによって、子どもの頃からＩＣＴに馴染み、

社会に出てもすぐに活用できるようにすることが目的なのか、それとも

紙の教科書をデジタル教科書に切りかえていくのが目的なのかを示して

いかなければ、中途半端なかたちとなってしまう。また、週１回の使用

に対して、これだけのランニングコストがかかるというのは、いかがな

ものだろうか。教科用図書の採択の際に、今は、内容で教科書を選んで

いるが、デジタル教科書を選択するという観点で選ぶこともできる。紙

の教科書がよい人ももちろんいると思うが、学校の中で教科全体にどの

ように取り入れていくのかを考えなければならない。

鈴木教育長 デジタル教科書については、紙教科書の内容を前提と法で決められて

いるため、ほぼ全ての教科書会社でデジタル化されている。ハード面と

ソフト面を一体として整備していかなければならないが、先日、文部科

学省からは、健康面の影響も懸念されることから使用時間については、

３分の１の時間程度までという話も出てきており、難しいところである。

委 員 ｉＰａｄであれば、Ａ４判のサイズがあり、拡大したり縮小したり、

読み上げの機能があるので、読みやすいように思う。

委 員 大人数が一斉使ったとき、今の回線で十分なのか。

鈴木教育長 入船中学校時代、一斉に１人１台でｅライブラリを使ったところ、ダ

ウンをしてしまった経験がある。
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委 員 インターネットを使うのであれば分配しないといけないが、教科書自

体はインターネット回線は使用しないと思う。

鈴木教育 長 2019 年度には、大型提示装置は各クラスに１台ずつ、実物投影機は、

小学校では１クラス１台、中学校では３クラス１台を整備するため、随

分と授業が変わると考えている。今いただいた意見を加味しながら、進

めていきたい。また、先程、意見いただいたように、ランニングコスト

との兼ね合いもあるので、関係所属等にも意見を求めながら進めていき

たい。

ほかにないか。よろしいか。

次に、議事の第５．報告事項に入る。まず、１．行事開催案内である。

報告事項(1)について、事務局からの説明を求める。

(1) 平成 30 年度第 21 回市民手工芸作品展開催要項について、島崎生涯学習課長より説

明がなされた。

鈴木教育 長 ただいま説明がなされた事開催案内に対する質問を受け付ける。

何かないか。よろしいか。

次に、２．行事・会議報告に移る。

報告事項の(1)及び(2)については、事前にお配りした資料をもって報

告とさせていただくが、この報告に対する質問はあるか。

何かないか。よろしいか。

次に、３．その他報告事項に移る。

報告事項の（1）については、事前にお配りした資料をもって報告とさ

せていただく。

報告事項の(2)から(5)について事務局からの説明を求める。

初めに、報告事項の（2）及び(3)について事務局からの説明を求め、

質問を受け付ける。
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(2) 平成 30 年度浦安市小・中学生生活実態調査結果について、(3) 平成 30 年度「浦

安の子どもたちの確かな学力の向上を目指して」全国学力・学習状況調査結果及び浦安

市学力調査結果について、菅原指導課長より説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいまの報告に対する質問を受け付ける。

委 員 給食を残さず食べている割合が増えているが、これは、給食を配膳す

るときに、自分で食事の量を調整する中で、残さずに食べられる割合が

増えているという理解でよいか。

菅原指導課長 そうである。

委 員 無理して食べられないように配膳しているはずなのに、それでも４割

の子どもは残してしまうというのは、どうなのか。嫌いな食べ物がある

場合は、入れないわけにはいかない。ただ、この結果をもって、改善し

ていると考えているというのは、いかがなものか。

鈴木教育 長 校長会議で毎学期末に残渣率を出しており、ここ３年ほど、残渣率は

減ってきている。

委 員 学習塾も進学塾や補習塾など、いろいろな形態があると思う。せっか

く数値として捉えるのであれば、どのような塾に行き、成績につながっ

ているのかというところも絡められると良いと思う。

委 員 学年が上がると学童に行かせることができないため、代わりに学習塾

に入れて子どもをみてもらっていると話す保護者もいる。

委 員 塾に行けば学力が上がるのかどうかというと、そうではないと思う。

子どもがどのような目的で塾に行っているのかというところが大きい。
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鈴木教育長 学童で遊んでいるのであれば、その同じ時間に塾に行き、勉強させた

ほうがいいという程度なのか、それとも本当に勉強をしたいからに塾に

行っているのか、その目的で異なってくる。そういった分析もしなけれ

ばならない。

委 員 いじめについてだが、数年前の同じ報告の中で、「いじめられる方が

悪い」という中学生の回答が多く、驚いたが、それが今回の報告を見る

限り、正常化してきているように思う。「いじめを見たら、大人に言う」

が減り、「止める」が増えているのは、いい傾向だと思う。今度、道徳

も始まるため、先生と生徒の間で深く話をしていくことが大切だと思う。

委 員 この「いじめを見たらどうしますか」とういう設問で、「止める」と

いう回答が非常に顕著に増えているが、これはどのように導かれたのか。

鈴木教育 長 教育の成果指標を出すということは、なかなか難しく、学力も学年に

よってファクターが異なるため、前年はよかったが、今年同じことをし

ても、大きく下がったりすることがあるため、全部は無理でも要因を絞

って分析する必要があると思う。

委 員 教育研究センターにデータを収集し、分析する機能を持たせてもよい

かもしれない。

鈴木教育 長 データを分析し、それを施策に結びつけていくことが求められている。

ほかにないか。よろしいか。

次に、(4)及び(5)を 事務局からの説明を求める。

(4) 平成 30 年度２学期末相談事業実施状況、(5) 平成 30 年度冬季休業中における事

故等の報告について、菅原指導課長より説明がなされた。

鈴木教育 長 ただいまの報告に対する質問を受け付ける。
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スクールライフカウンセラーによる教育相談について、年々、大幅な

変動はなかったが、本年度は、小学校で 603 件の大幅な減少となってい

る。事務局からは、組織全体で取り組んだ結果という説明であったが、

例えば、カウンセラーが交代してしまい、相談に行きづらいなどという

こともあるではないか。

また、いじめのメールについては、想定していたほど件数がなかった。

周知が不足していることもあるため、もうしばらく様子を見ていきたい

と思っている。他の自治体では、ＳＮＳを使って気軽に、簡単に相談が

できるような取組がなされているが、いじめの相談というのはそんな軽

いものではないと思う。

委 員 誰かにいじめの助けを求めたり、相談できる精神状態に至っていない

ということも考えられる。

鈴木教育長 いじめのメールを始めたこととの因果関係はわからないが、電話によ

る相談が増えている。いろいろな方法で相談できるということを周知す

ることが必要である。また、「伝える」と「伝わる」は異なる。私たち

が伝えていても、受け手側には伝わっていないということがある。

委 員 問題が大きくなってしまう前に、いじめられている子どもが、自分が

今、いじめられている状態だと自覚し、対応することができればいいが、

低学年であればあるほど、耐えられる限界に達して、初めていじめられ

ているということを自覚するように思う。学校では、どのようなときに

相談に来てもいいと伝えているのか。道徳の授業などを通じて、この状

態はいじめられている状態だと把握できるようになってほしいと思う。

委 員 いじめの問題は、いじめられている側に注目が集まりがちだが、やは

り、いじめている側に問題がある。いじめている側がいじめていると意

識していじめている場合と、積極的に危害を加えようと思ってはいない

が、単に相手のことが気に入らず、何人かで「あの子、気に入らないよ
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ね」と、集団をつくってしまう場合があると思うが、どちらもいじめで

ある。先生が特定の子どもに対して、いじめをしていたという事例をニ

ュース等で見たが、もちろん先生は、指導しているつもりだと思うが、

子どもたちがその状況を見たとき、「先生がいじめているのであれは、

自分たちもいじめてもいい」と考えてしまうように思う。小学生、中学

生は、自分自身が人格形成の途中であるため、人権に対する理解が足り

ていないように思う。先生方には、研修などを通じて、十分に学んでい

ただき、子どもたちにしっかりと指導していただきたいと思う。

委 員 いじめが障害を背景にしている事例もあるので、どういったパターン

があるのかを知っておくことも重要である。

鈴木教育 長 日本の教育は、同じ年代の 30 人の子どもを１人の先生が指導しており、

全員を同じ程度に揃えなくてはいけないという意識も根強くある。少し

遅れてしまっている子どもに対し、先生が行き過ぎた指導を行い、いじ

めと扱われる事例もあった。私は日本の教育の仕組について、形態も含

めて考えていく必要があると思う。

委 員 かつては、質の高い、均一な知識を持った生徒が、大学に行き、社会

人も年功序列で、横軸が揃っていた。均一なところからはみ出た人は、

周りから「できない人」と扱われることもあったが、今では、少しずつ

崩れはじめ、多様化してきている。その中で、子どもは、相変わらず横

割りの状況であり、それが果たしていいのかどうかを考える時期に来て

いるのかもしれない。

鈴木教育長 掛け算で九九ができなくても進級してしまう。現に２位数の掛け算が

落ちており、学力が二極化する傾向にある。浦安市の学力は全国平均よ

りも全て高いが、よく見ると、２位数の掛け算ができていない。同じク

ラスの中にも完全にできる子どもとできていない子どもがいて、それを

一緒に学ばせていること自体に問題がある。



-14-

委 員 小学校６年間でも、最低限ここまでは理解してほしいという部分があ

る。反対に例え６年生でも、すでに高校で学ぶくらいの学習ができる子

どもは、早く進んでも構わないと思う。難しいかとは思うが、実施して

いる国もあるので、日本でできないことはないと思う。

委 員 違う人が一緒にいるからいいというところもある。今、学校に何が求

められているのかというところだと思う。

鈴木教育 長 以前、ある校長先生が、「当たり前のことを当たり前のようにできる

ことを指導するのが学校である」と話していたが、それは今も昔も変わ

らない。ただ、その「当たり前」がいつの時代の「当たり前」なのかを

共通認識していかなければならない。

ほかにないか。よろしいか。

次に、議事の第６．その他に入るが、本日はその他事項の上程はない。

次に、各委員から何かあれば発言をお願いしたい。

何かないか。よろしいか。

以上で、平成 31 年浦安市教育委員会第１回定例会を閉会する。

閉 会 （午後３時 08 分）


